
・2024年3月15日(金)

12時～14時
・参加費無料
・会場；衆議院第2議員会館多目的会議室

－最寄駅；東京メトロ「国会議事堂前駅」ほか

・オンライン；Zoom ミーティング

2013年からの史上最大の生活保護基準引下げ
に対して、全国30の原告団が立ち上がっている
「いのちのとりで裁判」。これまでに出た26の地裁
判決は原告側の15勝11敗で、特に直近では12勝
2敗と行政訴訟としては異例の展開となっていま
す。また、昨年11月30日の名古屋高裁判決では、
国家賠償を含めて原告の訴えを全面的に認める勝
訴判決が言い渡されました。引下げありきの恣意
的な判断であったことは最早明らかであり、丸10
年の経過で亡くなる原告も多い中、一刻も早い解
決が求められています。

3月14日には、高裁判決3例目となる仙台高裁
秋田支部判決が予定されています。原告らの被害
回復を含めた全面解決へと歩みを進めるため、判
決の翌日に緊急院内集会を開き、全面解決に向け
たアクションの契機とします。ぜひとも各地からご
参加ください。

お申し込み

締切は 3月13日(水）

申し込みは下記またはQRコードから
https://forms.gle/MWoxrZRu1ZU7ftWH7

TELやFAXのお申し込みは
以下までお願いします。

会場での参加申込は先着順

となります。ご都合のつく方

はぜひ会場でご参加ください。

お問合せ

○いのちのとりで事務局

メール inotori25@gmail.com

○全国生活と健康を守る会連合会事務局

TEL 03-3354-7431

FAX 03-3354-7435

12：00 開会あいさつ（共同代表）
12：05 基調報告（高裁判決の分析、今後の展開）

虻川高範（秋田弁護団・弁護士）

12：20 国会議員あいさつ・メッセージ代読
12：40 原告の決意と各地からの報告

愛知、大阪、沖縄、鹿児島、富山、三重ほか
13：35 行動提起「高裁・最高裁でのたたかいの意義」

尾藤廣喜（共同代表・弁護士）
13：55 閉会あいさつ

地裁で相次ぐ勝訴判決を力に、
舞台は高裁・最高裁へ

早期全面解決を求める
3.15緊急院内集会

プログラム ※当日予定が変わることもあります

2.22
三重

1.24
富山

1.15
鹿児島

https://forms.gle/MWoxrZRu1ZU7ftWH7
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